
木คとプϥスνοΫをՃ೤ɾࠞ࿅して੡଄する木材ɾプϥスνοΫෳ߹材ʢࠞ࿅81ܕ$ʣは、プϥスνο
Ϋよりもڧ͛ۂ度に優れ、木材よりも଱ਫੑɾ଱ੑٺに優れることかΒ、ओにΤΫスςリΞࢿ材として࣮
用Խされていますが、͘ߗて੬いという欠点をͬ࣋ています。ຊڀݚでは、Խֶ的にվ質した木คを用い
ることで、これΒの欠点をվળし、଱িܸੑೳと৳ͼੑೳに優れた81$を੡଄することができました。
この成Ռにより、今後、81$のࣗ༝なՃ޻がՄೳになり、༷々なܗঢ়のݐ材、೔用品、Ոి੡品、ࣗಈ
ं෦品なͲ΁81$の用్を֦େできるとߟえています。

成果

81$ͷܽ఺Λվળ͢ΔͨΊʹ
ɹ木材・プラスチοクෳ合材（8ood PlastiD Compos-
itesɿࠞ ࿅8ܕPC）は、木粉とϙリプロϐϨンなどの熱可
઼性プラスチοクを加熱しながらࠞͥ合わせ成ܗ・੡造
する新しい木質系材ྉです。ؒെ材、林஍残材などのະ
利用木材やプラスチοクഇغ物をݪྉにできることから、
環ڥద合ܕの新材ྉとして注目されています。8PCは、
プラスチοクよりもڧ͛ۂ度に༏れ、木材よりも଱水性・
଱ٺ性に༏れるため、ओにデοキ材などのΤクステリア
材として利用されています。しかしその一方で、িܸࢿ
くて੬い（ંれやすい、ׂれߗ、度や৳ͼ性能が௿くڧ
やすい、欠けやすい）ためෳ雑なܗঢ়に加޻しにくいと
いう欠点を持っています。
ɹこれらの欠点をվળするためには、8PCの੡造（加熱
ࠞ࿅）࣌に、木粉とプラスチοクとをよくೃછませ、均
一にࠞͥるඞ要があります。しかし木粉のද໘は水に͵
れやすい性質（਌水性）を持ち、水に͵れにくい性質（ૄ
水性）を持つプラスチοクとは、うまくೃછみませΜ。
ɹそこで私たちは、分ࢠ内に਌水性とૄ水性の྆方の性
質を持ち、界໘׆性剤としての作用を示すステアリルア
ルίールという溶ഔを࢖い、図１に示す加溶ഔ分解法で
木粉をվ質することで、プラスチοクとのೃછみのվળ
を試みました。

Ճ༹ഔ෼ղ๏ʹΑΔ໦คͷվ࣭
ɹ加溶ഔ分解法は、木材成分を分解するとಉ࣌に溶ഔの
一෦を木材成分に付加させる処理方法です。
ɹステアリルアルίールを࢖って加溶ഔ分解処理したス
ギ木粉をݦඍ࡯؍ڸした結果、多くのણҡが੾அされඍ
化されていることが確ೝできました（図２）。さらに加ࡉ
溶ഔ分解処理した木粉ද໘を化学分析した結果、ステア
リルアルίール分ࢠのૄ水性෦分が付加して、木粉ද໘
がૄ水化していることが分かりました（図３）。

໦คͷՃ༹ഔ෼ղॲཧ͕81$ͷিܸڧ౓΍৳ͼੑ
ೳʹٴ΅͢ޮ果
ɹද໘がૄ水化された加溶ഔ分解木粉とプラスチοク（ϙ
リプロϐϨン）を質量比1�1で഑合して੡造した8PCに
ついて、িܸ試験とҾு試験をߦい、ແ処理木粉をಉ͡
質量比で഑合して੡造した8PCと比較しました。িܸ試
験の結果（図̐）、加溶ഔ分解処理木粉を用いた৔合には、
ແ処理の木粉を用いた৔合の約1�4ഒのিܸڧ度を示しま
した。また、Ҿு試験の結果（図̑）、加溶ഔ分解処理木
粉を用いた৔合には試験体がഁյするまでのมܗ量（ͻ
ͣみ）が、ແ処理の木粉を用いた৔合の約4ഒとなること
が分かりました。これは、加溶ഔ分解処理木粉を用いた
৔合に৳ͼ性能が্޲したことを示しています。
Ҏ্の結果により、ݪྉの木粉を加溶ഔ分解処理するこ
とにより、ै དྷの8PCのߗくて੬いという欠点をվળし、
଱িܸ性能と৳ͼ性能に༏れた8PCを੡造できることが
分かりました。
ɹݱ在、ࠞ࿅8ܕPCの用్は୯७なܗঢ়のΤクステリア
、られていますが、本研究でಘられた成果によりݶ材にࢿ
今後、ෳ雑なܗঢ়のՈి੡品のۥ体やݐ材、ࣗಈं෦品、
೔用品などに8PCの用్を֦大できるとߟえています。

研究資金と課題

ɹ本研究は、+4P4 科研අ（+P26450243）「木粉の加溶
ഔ分解処理によるࠞ࿅8ܕPCの物性্޲効果の解໌」に
よる成果です。

೤Մ઼ੑϓϥενοΫ：熱を加えることでೈ化し、
ྫྷやすとݻまる性質を持つプラスチοクのݺ称。

専門用語

Ճ͠޻΍すくিܸに͍ڧ木材ɾϓϥενοΫෳ߹材をͭくる
木材վ࣭研究領域　খ林�ਖ਼彦・ยԬ�ް
森林資源化学研究領域　ٱอ�ஐ࢙

図�
Ճ༹ഔ෼ղॲཧ木คΛ用͍ͯ੡଄͠た8P$
ʢ੺ʣとແॲཧ木คʢ੨ʣΛ用͍ͯ੡଄͠た
8P$のিܸڧ౓のൺֱ

図�
Ճ༹ഔ෼ղॲཧ木คΛ用͍ͯ੡଄͠た8P$ʢ੺͍ઢʣと
ແॲཧ木คΛ用͍ͯ੡଄͠た8P$ʢ੨͍ઢʣͦれͧれの、
ҾுݧࢼʹΑΓՃ͑たྗʢԠྗʣとͦれʹΑΔมܗ量ʢͻ
ͣΈʣとの関܎

図3
Ճ༹ഔ෼ղॲཧ木คʢ੺͍ઢʣとແॲཧ
木คʢ੨͍ઢʣのද໘の化学෼ੳ݁Ռ
加溶ഔ分解処理木粉の分析結果にはແ処理木
粉の結果にはೝめられなかった、溶ഔの付加
に伴う੺外吸ऩϐーク（a� b�それͧれの໼ҹ
の෦分）がೝめられました。

図1
Ճ༹ഔ෼ղ法ʹΑΔ木คのվ࣭
਌水性の木粉に溶ഔ༝དྷのૄ水基が
付加することによりૄ水性のプラス
チοクとのೃછみがよくなることが
期待できます。

図2
Ճ༹ഔ෼ղલޙの木คʢࠨ：
ແॲཧ木ค、ӈ：Ճ༹ഔ෼
ղॲཧ木คʣのݦඍ࡯؍ڸ
の݁Ռ
加溶ഔ分解処理により多くのણ
ҡが੾அされඍࡉ化される޲܏
がみられました。
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